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平成 8年度～ 根 拠
法 令

医療提供体制推進事業費補助金交付要綱

款

針路 03
分野施策 0303

１　事業の概要 ５　事業説明

SDGsｺﾞｰﾙ
SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ

3
3-1,3-2

　周産期医療施設の運営支援や、リスクの高い妊産婦や
新生児の搬送調整を行う母体・新生児搬送コーディネー
ターの配置等により、周産期医療体制の充実・強化を図
る。

　ア　周産期医療対策事業費　　　　　　　 2,592千円
　イ　周産期医療施設運営費補助　 　　　876,779千円
　ウ　新生児搬送用保育器管理事業  　　　20,706千円
　エ　母体・新生児搬送ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ事業　 　33,039千円
　オ　精神疾患合併妊婦支援事業　　　　　　 445千円

（１）事業内容
　　ア　周産期医療対策事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2,592千円
　　　　周産期医療関係者に対して、周産期医療に必要な専門的・基本的知識技術を習得させることにより、資質の向
　　　上を図る。
　　イ　周産期医療施設運営費補助　 　　　　　　　　　　　　　　　　　876,779千円
　　　　周産期医療施設の安定的な運営を図るため、運営費の補助を行う。
　　ウ　新生児搬送用保育器管理事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　20,706千円
　　　　周産期救急患者の搬送のため、搬送用保育器を整備する。県医師会に委託。
　　エ　母体・新生児搬送コーディネーター事業　　　　　　　　　　　　　33,039千円
　　　　県内のNICUや産科病床の空き情報を把握し、リスクの高い妊産婦や重症な新生児が生じた際に、効率的に搬送可
　　　能な病院を調整する母体・新生児搬送コーディネーターを24時間365日体制で配置。また、救急搬送された母体・
　　　新生児を他都県の医療機関から県内の医療機関に戻すなどの「戻り搬送」を実施する。
　　オ　精神疾患合併妊婦支援事業　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　445千円
　　　　精神科医の派遣や研修の実施により一般産科医療機関の精神疾患合併妊婦への対応能力向上を図る。

（２）事業効果
　　　分娩のリスクに応じた安全な周産期医療体制を確保することができる。
　　　【活動指標(アウトプット)】
　　ア　周産期医療施設への補助件数
　　イ　母体・新生児搬送コーディネーターの転院搬送調整実施による搬送件数
　　　【成果指標(アウトカム)】
　　　　母体・新生児搬送コーディネーターの母体搬送調整で4回以上の受入照会を行った割合の減少

２　事業主体及び負担区分
【厚生労働省】周産期医療システム整備費補助金
ア(国1/3・県2/3)　イ(国1/3・県1/3)事業者1/3
ウ(県10/10)　エ(国1/2・県1/2)、一部(県10/10)
オ(県10/10)事業者0

３　地方財政措置の状況
普通交付税(単位費用)
(区分)衛生費(細目)医療行政費
(細節)特別医療対策費
(積算内容)周産期医療対策費補助

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
9,500千円×1.3人＝12,350千円

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
前年との

対比国庫支出金

決定額 933,561 623,223

前年額 944,020 633,275 310,745

― 保健医療部 106 ―

介護・医療体制の充実

310,338 △10,459

地域医療体制の充実



 

事業名

単位事業名 予算額 2,592千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

国庫支出金・ 293 0 【厚生労働省】
医薬費補助金 周産期医療システム整備費補助金

補助率　1/3

一般財源 2,299 0

合計 2,592 0

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

委託料 2,592 0 周産期医療従事者研修業務委託

合計 2,592 0

単位事業名 予算額 876,779千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

国庫支出金・ 608,118 △10,052 【厚生労働省】
医薬費補助金 周産期医療システム整備費補助金

補助率　1/2
　

主な内容

事業内訳書

周産期医療体制整備費

周産期医療対策事業費

主な内容

主な内容

周産期医療施設運営費補助



 

 

単位事業名 予算額 876,779千円

　
 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

一般財源 268,661 △1,321

合計 876,779 △11,373

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

負担金、補助及び交付金 876,779 △11,373 周産期医療施設への補助金　14施設分

合計 876,779 △11,373

単位事業名 予算額 20,706千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

一般財源 20,706 930

合計 20,706 930

　

主な内容

周産期医療施設運営費補助

主な内容

主な内容

新生児搬送用保育器管理事業



 

 

単位事業名 予算額 20,706千円

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

委託料 20,706 930 新生児搬送用保育器管理業務委託

合計 20,706 930

単位事業名 予算額 33,039千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

国庫支出金・ 14,812 0 【厚生労働省】
医薬費補助金 周産期医療システム整備費補助金

補助率　1/2

一般財源 18,227 △16

合計 33,039 △16

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

委託料 33,039 △16 母体・新生児搬送コーディネーター業務委託　32,530千円
新生児搬送用救急車運行業務委託　509千円

　

主な内容

新生児搬送用保育器管理事業

主な内容

母体・新生児搬送コーディネーター事業

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 33,039千円

　
 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

合計 33,039 △16

単位事業名 予算額 445千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

一般財源 445 0

合計 445 0

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

報償費 60 0 講師謝金　3人分

需用費 10 0 消耗品費

役務費 11 0 切手代

使用料及び賃借料 64 0 会場賃借料　1回分

　

主な内容

母体・新生児搬送コーディネーター事業

主な内容

精神疾患合併妊婦支援事業

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 445千円

　
 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

負担金、補助及び交付金 300 0 精神疾患合併妊婦支援事業への補助金
1施設あたり100千円、3施設分

合計 445 0

精神疾患合併妊婦支援事業

主な内容


